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本日お伝えしたいこと
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⚫ サステナビリティは、ASV経営の根幹。全社戦略として、グループ会社、

事業部とともに取り組みを進め、事業成長の加速、社会価値と経済価値

の共創に貢献していく。

⚫ 味の素グループは、ステークホルダーと共に、バリューチェーンの川上

から川下まで、様々な社会課題の解決を図り、事業基盤のレジリエンス

を向上している。

⚫ さらなるASV最大化に向け、バリューチェーンを超えたステークホル

ダーとの協働、財務価値化のフレームワークづくりなどを進め、事業の

成長加速、機会拡大を目指す。COP30での活動ご報告も含め、取り組み

をご説明する。



無形資産の強化

ネガティブインパクトの低減

ポジティブインパクトの拡大

Copyright © 2026 Ajinomoto Co., Inc. All rights reserved 3

持続可能な
地球環境の実現

食を通じた
ウェルビーイングの実現

先端医療・
予防への貢献

スマートソサエティの
進化への貢献

多様な価値観・
人権の尊重

経営基盤の強化

当社が取り組む
６つの重要テーマ

リ
ス
ク
・
機
会

事業基盤の
レジリエンス向上

成長機会の創出

経済価値 社会価値

ASV最大化

事業を通じたネガティブインパクトの低減とポジティブインパクトの拡大により、
「事業基盤のレジリエンス向上」と「成長機会の創出」を進め、ASVを最大化していく。
アミノサイエンス®という強みを有する当社ならではのアプローチ。

ASV最大化の道筋



自社の事業から生じるネガティブなインパクトの削減と、社会に対するポジティブな影響の創出

の取り組みを着実に進めている。本日はポジティブインパクトの創出の取り組みについてご説明。

1. 持続可能な地球環境の実現

気候変動

自然資本

2. 食を通じたウェルビーイングの実現

3. 先端医療・予防への貢献 健康・栄養 治療・予防の強化

4. スマートソサエティの進化への貢献 先端半導体パッケージ

5. 多様な価値観・人権の尊重 人権 責任ある雇用

6. 経営基盤の強化
人的資本

事業環境変化

人財の活用

レジリエンス強化

材料提供・エコシステム創出を通じた
先端半導体進化

健康・栄養 食を通じた健康・栄養課題の解決

サーキュラーエコノミー（循環経済）
廃棄物ゼロエミッション
プラスチック廃棄物削減
フードロス削減

生物多様性保全
森林破壊防止
水資源の保全
持続可能な調達

緩和と適応

対象領域 取り組み
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6つの重要テーマ

6つの重要テーマにひもづく味の素グループの取り組み



◼ バリューチェーンにおける、価値創造の取り組み

• 原材料・調達（川上）

• 製造・販売・物流（川中）

• 生活者の皆さま（川下）

◼ バリューチェーンを超えた、さらなる価値創造の取り組み
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ポジティブインパクト創出の取り組み



6

バリューチェーン全体に対する味の素グループのアプローチ
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アミノサイエンス®に基づくソリューションの提供とステークホルダーとの協働を通じ、

川上の原材料生産から、川下の生活者の皆さまの食生活まで、

バリューチェーン全体において様々な社会課題を解決し、価値を創出している。

当社は、川上・川中・川下までのバリューチェーン全体で様々な価値を創出

など

・持続可能、
安定的な

生産・調達

・製造・物流での
環境負荷削減

・人々の健康栄養
（生活習慣病や低栄養など）

社
会
課
題

・持続的な資源
の活用

・食の安全・安心

原材料・調達（川上） 製造・販売・物流（川中）

など

・農家の経営力
の強化

生活者の皆さま（川下）
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原材料・調達（川上）に対する価値創造の取り組み

川上に対する取り組みでは、農家の経営力強化や農作物の安定生産などの社会課題に対し、キャパシ

ティビルディングや、バイオスティミュラント*製品の提供、農業技術支援などを行っている。

当社は、川上・川中・川下までのバリューチェーン全体で様々な価値を創出

・持続可能、
安定的な

生産・調達

・製造・物流での
環境負荷削減

・人々の健康栄養
（生活習慣病や低栄養など）

社
会
課
題

・持続的な資源
の活用

・食の安全・安心
など

・農家の経営力
の強化

* アミノ酸等の発酵微生物由来成分や天然抽出物等のナチュラルな素材を配合して、植物が本来持つ免疫力や植物の成長を促す農業資材

原材料・調達（川上） 製造・販売・物流（川中） 生活者の皆さま（川下）



タイにおけるキャッサバ農家との価値創造
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タイでは4,000軒以上の農家に、キャッサバモザイク病に感染していない種茎や、教育・研修

のプログラムを提供。生産性は30％以上向上。農家の自立と経済発展に貢献するとともに、

自社の事業基盤のレジリエンスを向上している。

キャッサバモザイク
病による収量低下

農家の高齢化
後継者不足

化学肥料の使用
（ 製造時のGHG排出など）

栽培知識不足

収量低下、
収入不安定

土壌劣化、水不足

＜タイ農家の課題＞

当社のソリューション × エコシステム

官民連携*2による
農家支援体制

農家向け教育・
研修プログラムの拡大

持続可能なキャッサバ
栽培技術の開発と促進

当社の
農業資材使用トライアル

事業基盤のレジリエンス向上

成長機会の創出

持続可能・安定的な
原材料調達

*1 タピオカスターチとは、キャッサバを粉末状に加工したもの。タイで生産されるタピオカスターチ約500万㌧のうち国内で消費されるのは約100万㌧で、
当社はその約20％をMSGなどの原料向けに購入。

*2  政府機関、研究機関、大学との官民連携

農家の収入安定化や
地域経済の活性化

“Thai Farmer Better Life Partner Project”

平均生産性：30%以上UP

ファームスクール参加：8千人超

土壌分析の実施：8千件

当社は、タイにおける
タピオカスターチ

消費量No.1*1

原材料・調達（川上）
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ベトナムにおけるキャッサバ農家との価値創造

ベトナムでも、病気に強い新品種やコプロ*肥料、土壌づくりなど技術指導を組み合わせた、

当社独自の栽培パッケージを提供。キャッサバの生産性を約2倍に高めている。

ベトナムのキャッサバ栽培における再生型農業実証事業

経産省による「グローバルサウス未来志向型共創等事業費補助金（小規模実証）」の採択を受けた

令和6年度補正「グローバルサウス未来志向型共創等事業費補助金（小規模実証・FS事業：二次公募）」に係る間接補助事業者の採択結果について（METI/経済産業省）

コプロを活用した
当社液体肥料

* アミノ酸の製造過程で生じる副生物

栽培パッケージの導入

←あり なし→

フィールドセミナーの実施

原材料・調達（川上）

https://www.meti.go.jp/information/publicoffer/saitaku/2026/s260205001.html
https://www.meti.go.jp/information/publicoffer/saitaku/2026/s260205001.html
https://www.meti.go.jp/information/publicoffer/saitaku/2026/s260205001.html
https://www.meti.go.jp/information/publicoffer/saitaku/2026/s260205001.html
https://www.meti.go.jp/information/publicoffer/saitaku/2026/s260205001.html
https://www.meti.go.jp/information/publicoffer/saitaku/2026/s260205001.html
https://www.meti.go.jp/information/publicoffer/saitaku/2026/s260205001.html
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農家との取り組みによるブランド価値への貢献

タイとベトナムでの当社ブランド認知率・好意度は、いずれも90％近い水準。農家支援などの

取り組みが、ブランド力の向上に寄与していると考えられる。

＜当社の取り組みへの認知率と好感度*2の相関性 ＞

出所：いずれも当社調べ（2025年）
20-69歳の一般生活者の男女（各国n=500）を対象にオンライン調査

0 20 40 60 80 100

当社平均

ベトナム

タイ

(%)

63%

85%

89%

認知率

0 20 40 60 80 100

当社平均

ベトナム

タイ

82%

87%

85%

好意度*1

(%)

当社の取り組みへの認知率

好
感
度

農家支援

AjiPro®-Lによる
GHG削減

学校給食PJ
減塩PJ

平均：82％

平均：33％

＜当社ブランド認知率・好意度＞

*1好意度：当社認知者ベースで、Q.あなたは、以下の食品メーカー／ブランドについて
どの程度好感が持てますか。に対して「とても好感が持てる」「やや好感が持てる」と回答

*2 好感度：Q.味の素グループが以下の活動を行っていることを知ることで、
同社企業ブランドに対する好感度は変わりますか。に対し、「とても好感
度がアップする」「やや好感度がアップする」と回答

（
当
社
認
知
者
ベ
ー
ス
）

◆「農家支援」の取り組みは十分認知されていない。
◆一方認知者は当社を好意的に評価する傾向。

◆タイとベトナムでは、当社他地域に比べて「農家
支援」への認知率が高かった。

原材料・調達（川上）

（グローバル）

（グローバル） （グローバル）
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農家との価値創造のグローバル展開

さらにグローバルネットワークを活かし、幅広い原材料/農作物に対し、当社バイオスティミュ

ラント製品の活用、再生農業など、生産性の向上やGHG排出量の低減にも繋がる取り組みを広く

展開、着実に成果が広がっている。

＜タイ＞
キャッサバ

（実行フェーズ）

サトウキビ
（トライアル中）

＜インドネシア＞

サトウキビ（トライアル中）

＜ブラジル＞

コーヒー
（実行フェーズ）

＜日本＞

水稲（実行フェーズ）

＜ベトナム＞

コーヒー
（実行フェーズ）

キャッサバ
（実行フェーズ）

原材料・調達（川上）
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製造・販売・物流（川中）に対する取り組み

川中に対する取り組みでは、他社との共同配送などの取り組みによる環境負荷削減や、持続的な

資源の活用を実現。

当社は、川上・川中・川下までのバリューチェーン全体で様々な価値を創出

・持続可能、
安定的な

生産・調達

・製造・物流での
環境負荷削減

・人々の健康栄養
（生活習慣病や低栄養など）

社
会
課
題

・持続的な資源
の活用

・食の安全・安心
など

・農家の経営力
の強化

原材料・調達（川上） 製造・販売・物流（川中） 生活者の皆さま（川下）



日本では他社との共同配送により、環境負荷の低減と物流効率化、配送員不足の対応を実現。

取り組みを海外にも展開し、持続可能な物流とコスト削減を両立している。

*1  ハウス食品グループ本社㈱、カゴメ㈱、㈱日清製粉ウェルナ、日清オイリオグループ㈱、㈱Mizkanおよび当社
*2トラック、鉄道、船舶など、複数の輸送手段を組み合わせて最適な輸送を行う方法

共同配送で物流効率化

A社

共同倉庫

日本

物流会社と提携し、電気自動車を物流業務に導入
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◼ 食品6社*1の共同配送「F-LINEプロジェクト」：

B社

配送先

海外

◼ フィリピン

他社も含めた持続可能な物流システムを構築。コスト削減も実現。

GHG削減、配送時間帯の最適化、渋滞緩和などに貢献

◼ ブラジル「グリーン輸送プロジェクト」：

交通事故、貨物盗難リスクを低減、コスト効率化
2030年、GHG排出量24％削減へ

（バイオメタンガストラックやハイブリッド車、
電気トラックの活用も推進）

（2018年度比）

◼ 食品6社*1×F-LINE㈱の共同配送
「モーダルコンビネーション*2」：

北海道地区（札幌～帯広間）で鉄道とトラックを組み合わせた「モーダルコンビ
ネーション」のトライアル

共同配送などの取り組み 製造・販売・物流（川中）
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生活者の皆さま（川下）に対する取り組みについて

生活者の皆さまに対する取り組みでは、健康な方から生活習慣病や低栄養など健康・栄養課題

を持つ方などまでに、幅広く、おいしさと健康・栄養を両立した製品などを提供している。

当社は、川上・川中・川下までの全バリューチェーンにおける様々な価値を創出

・持続可能、
安定的な

生産・調達

・製造・物流での
環境負荷削減

・人々の健康栄養
（生活習慣病や低栄養など）

社
会
課
題

・持続的な資源
の活用

・食の安全・安心

原材料・調達（川上） 製造・販売・物流（川中）

など

・農家の経営力
の強化

生活者の皆さま（川下）



健康・栄養領域：味の素グループの価値創造
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当社は、アミノサイエンス®を基盤とした幅広いソリューションで、予防（健康）から治療後まで、

様々な健康フェーズにおける課題解決に貢献。

治療後疾病（治療）未病健康（予防）

・毎日の食事
を支える食品

・食事の栄養摂取を補う
サプリメント等

・特定の疾患や栄養状態における
栄養を補うメディカルフード

・医薬用・食品用アミノ酸、
医薬中間体や原薬などCDMO

製品・サービス × パートナーシップ ＝ ソリューション

など

全ての健康フェーズの方の課題にアプローチ

健康の重要性が
意識されにくい

運動不足や
生活リズムの乱れ

検査結果と自覚症状の
ギャップ

行動変容が続かない

QOL低下

食生活との分断

治療による心身的・
経済的負担

体力・栄養状態回復

再発・重症化リスク

セルフケアやサポート課
題

・アミノ酸で今のカラダの状況を知る

生活者の皆さま（川下）



健康・栄養課題：塩分・糖分・脂質の過剰摂取
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出所：Global report on the use of sugar-sweetened beverage taxes, 2025（WHO Global report on the use of sugar-sweetened beverage taxes 2025）

Implementation of Final Phase of Sugar-Based Excise Tax under Thai Excise Law – BANGKOK GLOBAL LAW
Thailand to introduce “Salt Tax” with tiered rates, driving health food market boom （The Nation’s Editorial May 16, 2025）

https://www.who.int/news-room/fact-sheets/detail/trans-fat  (WHO ,2024)

塩分・糖分・脂質等の過剰摂取は、健康リスクを高める要因とされており、WHOの推奨を背景に、

各国で抑制に向けた政策対応が進んでいる。

過剰な塩分摂取は、高血圧のリスク上昇

⇒成人の塩分摂取量 1日5g未満を推奨
（世界の平均塩分摂取量は10.78g）

✓ 約120ヶ国*で加糖飲料に課税

• タイ：砂糖含有量に応じ1～5THB/1Lを課税
• フィリピン：高果糖コーンシロップ含む飲

料に12PHP/1Lを課税 など

✓ タイは塩税導入を検討

• スナック菓子、即席麺など対象に、
      塩分含有量に応じた課税へ

W
H
O

各
国
の
対
応

砂糖入り飲料(SSB)は、
非感染性疾患(NCD)リスク上昇

⇒各国へ健康目的の課税強化を要請

トランス脂肪酸は、
心血管疾患等のリスク上昇

⇒総エネルギーの１％未満に抑え、
より健康的な脂への置き換えを推奨

✓ トランス脂肪酸や高脂質品の規制

• イギリス：高脂肪・高塩分・高糖分の
食品・飲料（HFSS）の広告規制

• メキシコ：政府は、学校内でスナック
菓子等の警告ロゴ付き食品の販売禁止

塩分 糖分 脂質

（*2024年7月時点）

治療後疾病（治療）未病健康（予防）

生活者の皆さま（川下）

https://www.who.int/publications/i/item/9789240118942
https://www.who.int/publications/i/item/9789240118942
https://www.who.int/publications/i/item/9789240118942
https://www.bgloballaw.com/2025/05/15/implementation-of-final-phase-of-sugar-based-excise-tax-under-thai-excise-law/#:~:text=For%20those%20containing%208%20%E2%80%93%2010,to%205%20THB%20per%20litre.
https://www.bgloballaw.com/2025/05/15/implementation-of-final-phase-of-sugar-based-excise-tax-under-thai-excise-law/#:~:text=For%20those%20containing%208%20%E2%80%93%2010,to%205%20THB%20per%20litre.
https://www.bgloballaw.com/2025/05/15/implementation-of-final-phase-of-sugar-based-excise-tax-under-thai-excise-law/#:~:text=For%20those%20containing%208%20%E2%80%93%2010,to%205%20THB%20per%20litre.
https://www.bgloballaw.com/2025/05/15/implementation-of-final-phase-of-sugar-based-excise-tax-under-thai-excise-law/#:~:text=For%20those%20containing%208%20%E2%80%93%2010,to%205%20THB%20per%20litre.
https://www.bgloballaw.com/2025/05/15/implementation-of-final-phase-of-sugar-based-excise-tax-under-thai-excise-law/#:~:text=For%20those%20containing%208%20%E2%80%93%2010,to%205%20THB%20per%20litre.
https://www.nationthailand.com/news/general/40050052
https://www.who.int/news-room/fact-sheets/detail/trans-fat
https://www.who.int/news-room/fact-sheets/detail/trans-fat
https://www.who.int/news-room/fact-sheets/detail/trans-fat
https://www.who.int/news-room/fact-sheets/detail/trans-fat
https://www.who.int/news-room/fact-sheets/detail/trans-fat
https://www.who.int/news-room/fact-sheets/detail/trans-fat
https://www.who.int/news-room/fact-sheets/detail/trans-fat
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塩分・糖分・脂質の過剰摂取に対し、BtoB・ BtoC両分野で豊富な製品・ソリューションを提供。

うまみ調味料「味の素®」はじめ、減塩・減糖・減脂とおいしさを両立する製品、取り組みを通

じ、課題の解決と事業成長を実現している。

アミノサイエンスⓇの技術の強み
を活かし、BtoB・BtoCで
グローバルに製品を提供

減塩製品では、9ヶ国で25ブランド、
56製品を展開（2025年4月時点）

「おいしい減塩」
を推進する

取り組みも展開

減糖製品うま味調味料 減塩製品 レギュラー製品の
レシピ改訂（減塩）

＜アミノサイエンス®の強みを活用したソリューション＞

減塩・減糖・減脂:味の素グループのソリューション

減脂製品

17

生活者の皆さま（川下）



健康・栄養における、味の素グループの価値創造
食を通じたウェルビーイングの実現

9.5億人

（FY24実績）＋ ＝
*2025年度から、「2030年度までの栄養に関する目標・KPI」を新たに運用。製品やメニューに適切な栄養評価の指標などを見直し。
栄養価値を科学的に評価する手法として新たにANPS-Mealも日本で初めて開発。

18Copyright © 2026 Ajinomoto Co., Inc. All rights reserved

栄養バランスの良い食事

減塩製品、あるいは、たんぱく質摂取に

役立つ製品の提供人数 3.6億人
うま味調味料の提供人数

5.9億人

アウトカムとして掲げる「10億人の健康寿命の延伸」に対しては、減塩・減糖・減脂の取り組み

に加え、たんぱく質や野菜・果物の適切な摂取を推進。2024年度には9.5億人の生活者と「おい

しさと健康」のタッチポイントを創出。

生活者の皆さま（川下）
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インドネシア政府「無償給食プログラム」における取り組み

当社

当社製品を活用した献立作り支援

当社「SAORI®」を
使用した献立

給食調理員や親子への食育

給食センター 現地の学校

ヘルスプロバイダー（営業マン）による健康・
栄養価値の訴求と給食センターとの連携強化

*無償給食プログラム”Makan Bergizi Gratis”として、 2026年度に国家予算の約1割：
約335兆ルピア=約3.1兆円を投じる計画。

パートナーシップの取り組み
無償給食プログラムにおける取り組み インドネシア

現地の営業ネットワークを
活かし、現場の課題解決と製品

プロモーション機会を拡大

当社は、インドネシア政府主導で進行する「無償給食プログラム* 」に対して当社製品などを活用

した栄養とコストを両立する献立作り支援や食育機会を提供。現地の営業ネットワークも活かし、

社会課題の解決と事業成長を実現している。

生活者の皆さま（川下）
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さらに医療現場では、患者様と医療従事者双方の課題に寄り添い、AIによるレシピ・献立支援

サービスを提供。当社製品・サービスの提供にも繋がるプラットフォームを構築し、医と食を融

合した独自の一体型ソリューションで、課題解決に貢献するとともに、事業機会も拡大。

医療現場に対して、
栄養バランスの整った献立などを提案

味の素グループのソリューション

摂食の悩みを抱える患者様 医療従事者

食事
相談

食事
指導

医師

管理栄養士

ご家族

健康的な食事を摂取できる食環境づくり

栄養食事指導
DX活用によるポー

タル連携
食へのアクセス

拡大
献立提案や

栄養管理の伴走

患者様への
栄養食事指導

適切な食品を選定

送客

ECサイト

小売店

食欲がない、噛みにくいなど
摂食の悩みからレシピ検索

患者様とご家族が一緒に食事を
とれる献立提案

パートナーシップの取り組み 医と食の融合

＜ReTabellのサービス＞

リタベル

生活者の皆さま（川下）
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◼ バリューチェーンにおける、価値創造の取り組み

• 原材料・調達（川上）

• 製造・販売・物流（川中）

• 生活者の皆さま（川下）

◼ バリューチェーンを超えた、さらなる価値創造の取り組み

ポジティブインパクト創出の取り組み



世界のGHG排出量の2割超はアグリフードシステム由来。農業国ブラジルで25年に開催された

気候変動の国際会議、COP30を契機に、アグリフードシステム変革の機運は一層高まっている。

アグリフード領域のソリューションを持つ当社は、自社バリューチェーンを超えたGHG排出の

削減貢献や、気候変動への適応支援への貢献を、事業機会につなげていく。

その他

＜世界のGHG排出量＞

「IPCC Sixth Assessment Report（2022年）」より当社作成

GHGGHG総排出量
約590億t-CO2

農業、林業、
その他土地

利用

アグリフードシステム
によるGHG排出量は、
2割超を占める

GHG排出量削減
ソリューションへの

需要が拡大

⇒ソリューションにエコシステムを組み込み、
GHG排出削減へのポジティブインパクト創出、成長機会を拡大する

「AjiPro®-L」

バイオスティミュラント製品

＜当社のソリューションの例＞

アグリフードシステムにおけるGHG排出量削減と事業機会

22Copyright © 2026 Ajinomoto Co., Inc. All rights reserved
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味の素グループのアグリフード脱炭素ソリューション
畜産におけるコスト削減とGHG排出削減の両立

牛に不足しやすいアミノ酸のリジンを効果的に補い、
飼料コスト低減とGHG削減に貢献

「AjiPro®-L」

飼料コスト削減
約$100/年/頭

GHG排出削減
年間1頭あたり

約1トンのCO2削減

*飼料設計等により削減量は変化する可能性あり

Copyright © 2026 Ajinomoto Co., Inc. All rights reserved

「AjiProⓇ-L」は、牛の飼育における飼料効率を上げることで、農家の飼料コストとGHG排出を同時
に削減する。COP30では、開発銀行や元ブラジル農業大臣のイベントにも招聘された。協業先との連
携を強化、加えて新たにブラジルの大手食肉メーカーと契約締結に向けて協議を進めている。

牛の増体効果で
生産者の収益UP

「AjiPro®-L」

＜AjiPro®-Lによる効果*＞

COP30における進捗

大手食肉メーカーと
契約締結に向けて協議

食肉メーカー
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味の素グループのアグリフード脱炭素ソリューション
劣化牧野の回復、生産性向上

Copyright © 2026 Ajinomoto Co., Inc. All rights reserved

アミノサイエンス®を活用したバイオスティミュラントは、植物本来の生理機能の活性化により栄養利

用効率やストレス耐性を高める。COP30では「ブラジル劣化牧野回復モデル実証調査」プロジェクト
*の実証結果を発表。気候変動対応のソリューションとして、グローバルに展開を進めていく。

液体葉面散布剤「AJIFOL®」、「AMINO Arginine」等

*当社グループは、2025年3月にプロジェクトに参画

COP30における進捗
「ブラジル劣化牧野回復モデル実証調査」プロジェクト

～当社の液体葉面散布剤等を活用したブラジル劣化牧野の実証結果を発表～

参考：ブラジル劣化牧野の様子

出所：味の素株式会社プレスリリース（2025年3月27日）味の素グループ、日本政府のブラジル支援事業と連携し、「ブラジル劣化農地回復に向けた実証調査」プロジェクトに
参画｜ニュースルーム｜味の素株式会社

＜COP30での登壇の様子＞

参考：当社製品

当社執行役ラテンアメリカ本部長 ブラジル味の素社社長 山本

＜劣化牧野回復の実証結果＞

生育状況の比較
（左：当社製品散布なし、
右：当社製品散布あり）

https://news.ajinomoto.co.jp/2025/03/20250327.html
https://news.ajinomoto.co.jp/2025/03/20250327.html


ソリューションの展開におけるエコシステムの構築

GHG削減量・
クレジット化

ソリューション*の拡大

クレジット販売
に関連する収入

削減に対する対価

当社ソリューションを通じた課題解決をスケールアップするには、エコシステムの構築が必須。

生産主体である農家、金融、行政、アカデミア、他のソリューションを有する企業と共に、

カーボン・クレジットシステムや、金融スキームを活用し、スケールアップを図る。

＜「AjiPro®-L」を通じた価値創出スキーム/エコシステム（例）＞

経済価値

25Copyright © 2026 Ajinomoto Co., Inc. All rights reserved

*AjiPro®-L以外
にも展開へ

カーボン・クレジット
システムの整備

金融スキームの構築

生産主体味の素グループ

生産性 コスト・
リスク

従
来
のG

H
G

排
出
量

排
出
量

GHG削減量

ｲﾝｾﾝ
ﾃｨﾌﾞ

GHG

社会価値

優
遇
ロ
ー
ン

な
ど

製品・サービスの収入

製品・サービスの販売

ク
レ
ジ
ッ
ト
販
売

ク
レ
ジ
ッ
ト

関
連
収
入
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カーボンクレジット市場の動向について

2030～50年にかけ、制度整備や大手企業による需要拡大を背景に、カーボンクレジット市場は

大きな成長が見込まれる。アグリフード分野は足元では市場規模が限定的ではあるが、官民連携

による資金流入を促進、当社製品・サービスの拡大と財務価値化を通じ、経済価値の拡大を図る。

カーボン・クレジット

1,560 

4,992 

24 

3,127 

5,658 

1,064 

5,194 

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

2024年 2030年 2050年

＜カーボンクレジットの市場規模＞

少量高品質シナリオ 大量低品質シナリオ

相対市場活発シナリオ

（億米ドル）

出所：BloombergNEF ”Long-Term Carbon Credit Supply Outlook 2025”より当社作成

シナリオ 内容

大量低品質
シナリオ

買い手に高品質・高価格クレ

ジットを選ぶインセンティブが

働かず、安価で質の低いクレ

ジットが大量に供給。

相対市場活発
シナリオ

ネットゼロに向け削減系クレ

ジットは認められず、除去系ク

レジットのみが評価され、相対

取引が活発化。

少量高品質
シナリオ

クレジットの格付け機関等の取

り組みにより、高品質・高単価

なカーボンクレジットに投資が

集中



27Copyright © 2026 Ajinomoto Co., Inc. All rights reserved

【JCMの制度】

技術・資金など日本 パートナー国*

出所：環境省、経済産業省、農林水産省、外務省、JCMA 二国間クレジット制度（JCM）の概要と最新動向（2026年2月）
環境省 報道発表資料（2025年3月26日）ブラジル連邦共和国環境気候変動省との環境分野の協力覚書の署名について | 報道発表資料 | 環境省

二国間クレジット（JCM*）の制度

JCMは、日本とパートナー国が協力して創出したGHGの削減・吸収量を、両国の貢献度合いに応じ

て配分する仕組み。COP30では「第11回 JCMパートナー国会合」が開催され、パートナー国の協

力を進める共同声明が発表されるなど、JCM加速に繋がる取り組みが進捗している。

従
来
のG

H
G

排
出
量

G
H

G

排
出
量

クレジット

削
減
分

貢献度合いに応じて日本とパートナー国で分配

*日本のパートナー国は31ヶ国（2026年2月20日時点）

COP30開催国であるブラジルとは、JCM締結に向けた
覚書の署名や協議が進捗中。

*JCM（Joint Crediting Mechanism）

カーボン・クレジット

• 政府：制度設計、補助金・支援スキーム構築
• 企業：脱炭素ソリューション・ノウハウ提供、投資・融資

• 日本帰属分：JCMクレジットとして日本で計上可能
• パートナー国帰属分：自国分として削減実績を計上可能

1

2

日本が技術・資金を提供

パートナー国でGHG削減を実施 3 削減効果をクレジットとして分配

クレジット

日本

パートナー国

https://gec.jp/jcm/agency/%E3%80%90%E5%85%AC%E9%96%8B%E3%80%91JCM%E3%81%AE%E6%A6%82%E8%A6%81%E3%81%A8%E6%9C%80%E6%96%B0%E5%8B%95%E5%90%91(%E6%8A%9C%E7%B2%8B)_20260220.pdf
https://gec.jp/jcm/agency/%E3%80%90%E5%85%AC%E9%96%8B%E3%80%91JCM%E3%81%AE%E6%A6%82%E8%A6%81%E3%81%A8%E6%9C%80%E6%96%B0%E5%8B%95%E5%90%91(%E6%8A%9C%E7%B2%8B)_20260220.pdf
https://gec.jp/jcm/agency/%E3%80%90%E5%85%AC%E9%96%8B%E3%80%91JCM%E3%81%AE%E6%A6%82%E8%A6%81%E3%81%A8%E6%9C%80%E6%96%B0%E5%8B%95%E5%90%91(%E6%8A%9C%E7%B2%8B)_20260220.pdf
https://www.env.go.jp/press/press_04696.html
https://www.env.go.jp/press/press_04696.html
https://www.env.go.jp/press/press_04696.html
https://www.env.go.jp/press/press_04696.html
https://www.env.go.jp/press/press_04696.html
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COP30における共同声明 官民連携で農畜産JCM*拡大へ

Copyright © 2026 Ajinomoto Co., Inc. All rights reserved

農林水産省「MIDORI∞INFINITY」の枠組みのもと、当社を含む32社が声明を発表。

官民連携で、日本発アグリ脱炭素技術の海外展開の推進に取り組む。

二国間クレジット枠組み（JCM）を通じたカーボンクレジットの活用、金融との連携を進める。

＜COP30における、民間企業有志連合による声明発表の様子＞ 小野（右から5番目）も登壇

「MIDORI∞INFINITY」について

農林水産分野GHG排出削減技術
海外展開パッケージのこと。

この取り組みを通じ、国内企業
と国内外のパートナーとのマッ
チングを図り、JCMにも繋がる
脱炭素プロジェクト形成を推進。

カーボン・クレジット
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ブラジル銀行*（同国の農業融資における中核的存在）と戦略的パートナーシップを構築。

AjiPro®-Lの活用を通じた持続可能なアグリフードシステムの変革に向け、GHG排出削減を

促進する新たな金融スキームの構築に向けた覚書（MoU）を、COP30で締結。

＜ブラジル銀行とのMoU締結の様子＞
左：当社執行役ラテンアメリカ本部長 ブラジル味の素社社長 山本

AjiPro®-Lを利用する農家

AjiPro®-Lの
売買

当社

優遇金利での
運転資金ローン

優遇ローンの仕組み*

ブラジル銀行

*実際の取引スキームを簡略化して記載

AjiPro®-Lを利用する農家向けに優遇ローンが提供される

COP30では、AjiPro®-LによるGHG削減を優遇ローンにつなげる
仕組み構築に関してブラジル銀行*とMoU締結。

*半官半民のブラジル大手金融機関。公共性の高い役割を担う。
同国農業融資で中核的存在。

パートナーシップで実装を推進 AjiPro®-Lを活用した金融スキーム

金融スキーム
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GHG削減の財務価値化の展望

GHG削減の財務価値化は段階的・非連続的に進めていく想定。
•フェーズ①：既存のカーボンクレジット制度を活用し、削減量を収益や農家のインセンティブに転換。
•フェーズ②：①の取り組みをもとにエリアやスキーム展開を進めてスケールアップを図る。
•フェーズ③：全く新しい制度・規制の進展を見据え、新たな枠組みによる非連続な取り組みを推進。

既存の仕組み 新たな仕組み

フェーズ①

フェーズ③

フェーズ②

GHG削減貢献量

フェーズ
①

フェーズ
③

フェーズ
②

既存のクレジットの仕組みを利用。
既に、クレジット発行を通じたマネタイズ
は始まっている。

全く新しい制度・規制を通じた財務価値化。
米国IRA法（インフレ削減法）などの法規
制の大きな変化による新たな枠組みを検討。

既存の仕組みのエリアやスキーム展開を進
めてスケールアップ。
ブラジルとの間のJCMは現在、協議が進行
中の仕組み。

10万㌧

100万㌧

1,000万㌧

～～

＜概要＞

1万㌧

取り組みの拡大
スケールアップ

①の取り組みの拡大（エリアやスキームなど）

非連続な
取り組みの展開 ①、②と異なる非連続な展開（中長期）

製品販売
拡大へ

中長期の財務価値化

既存クレジット制度の活用

既存の仕組みをもとに取り組み拡大

全く新しい仕組みを通じた
取り組み
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最後に

アミノサイエンス®の強みを活かした戦略的な取組みを、ステークホルダーとともに、
バリューチェーン全体で、そしてその枠を超えて一層展開していく。

ネガティブインパクトの削減を着実に推進しながら、
ポジティブインパクトの創出を拡大し、持続的・飛躍的な企業価値向上に挑戦し続ける。

無形資産の強化

ネガティブインパクトの低減

ポジティブインパクトの拡大

持続可能な
地球環境の実現

食を通じた
ウェルビーイングの実現

先端医療・
予防への貢献

スマートソサエティの
進化への貢献

多様な価値観・
人権の尊重

経営基盤の強化

当社が取り組む
６つの重要テーマ

リ
ス
ク
・
機
会

事業基盤の
レジリエンス向上

成長機会の創出

経済価値 社会価値

ASV最大化



⚫ 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記載は、

本資料の発表日現在における将来の見通し、計画のもととなる前提、

予測を含んで記載しており、当社としてその実現を約束する趣旨の

ものではありません。実際の業績は、今後様々な要因によって、

大きく異なる結果となる可能性があります。

⚫ 本資料には監査を受けていない概算値を含むため、数値が変更になる

可能性があります。

⚫ アミノサイエンス®は味の素株式会社の登録商標です。
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